
AMRアライアンス・ジャパン提言

薬剤耐性菌対策に向け日本政府が果たすべき役割

2019年7月11日発表

医療現場の現状を踏まえた抗菌薬の適正使用の推進

AMRに関する危機管理及びサーベイランス・システムの構築

耐性菌スクリーニング及び迅速診断検査を実施しやすい体制の整備

国民及び医療従事者へのAMRに関する学修支援

抗菌薬開発を促進するインセンティブ・モデルの策定

抗菌薬の安定供給

国内外の好事例や教訓を共有するための国際連携
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気道感染症の抗菌薬適正使用に関する提言

基礎疾患がある宿主を対象にした抗菌薬療法

2019年 8月 28日



抗菌薬の安定供給に向けた４学会提言

2019年 8月 15日

公益社団法人 日本感染症学会 理事長 清田 浩

一般社団法人 日本感染症学会 理事長 舘田一博

一般社団法人 日本臨床微生物学会 理事長 舘田一博

一般社団法人 日本環境感染学会 理事長 吉田 正樹

１．抗菌薬の生産体制の把握・公表

２．国内で製造可能な条件の整備

３．既存の抗菌薬の薬価の見直し

４．自由民主党のリーダーシップによる解決

Key Drugの安定供給は “安全保障・危機管理”



76種類の輸入感染症を解説
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